
 

 

小樽クルーズ客船歓迎クラブ通信  2026-№1

【お問合せ先】 

小樽港クルーズ推進協議会（小樽市産業港湾部港湾室港湾振興課） 

TEL：0134-23-1107 FAX：0134-23-1109 E-MAIL：kowan@city.otaru.lg.jp 

2025年は過去2番目に多い33回のクルーズ船の受入を行いま

した。小樽港は、札幌市や千歳空港へのアクセスが優れ、発着ク

ルーズ、ターンアラウンド、オーバーナイト（港で1泊以上停泊）

による多様な寄港形態に対応可能な港として、ラグジュアリー船

から注目されています。 

また、小樽港は、北海道内で唯一、オーバーナイトでの寄港実

績がある港です。夜鮮やかにライトアップされたクルーズ船、乗

員・ 

【お知らせ】小樽クルーズ客船歓迎クラブ通信のペーパーレス化について 
当通信につきましては、この度、ペーパーレス化の観点から、誠に勝手ながら、今号からメールによ

り送付する形式に変更させていただきます。郵送をご希望いただいております会員様につきましても、

次号以降はメールによる対応を予定しておりますので、大変申し訳ございませんが、メールアドレスの

御登録をお願いします。 

飛鳥Ⅱによる小樽港発着クルーズの実施に併せて、「小樽市民クルーズ」が企画されております。 

本クルーズは、内容は一般の方と同一ですが、小樽市民及び小樽クルーズ客船歓迎クラブ会員のために

特別価格で設定いただいたものです。詳細につきましては、下記のJTBトラベルデスクまでお問い合わせ

ください。 

・日程 6月28日（日）～7月1日（水）（船内3泊） 

・行程 小樽港～稚内港～留萌港～小樽港 

・申込 JTBトラベルデスク  

TEL：011-221-0576 MAIL：jtb_desk@jtb.com 

（営業時間 平日9：30～17：30 土日祝休業） 

 

今年はラグジュアリー船をメインに 19 回の寄港予定 

飛鳥Ⅱ「小樽市民クルーズ」の実施について 

員・乗客、そして見学のために訪れた市民や観光客が行き交う風景は、小樽ならではの情緒であり、クル

ーズ船寄港時は、港自体が人気の観光スポットとなっております。 

2026年の寄港予定数は日本船5回、外国船14回の計19回と昨年より少ないですが、日本初配船とな

る「SHミネルバ」をはじめ注目の船が寄港予定であり、ラグジュアリー船によるターンアラウンドやオ

ーバーナイトでの寄港が続いております。 

小樽港に寄港する「飛鳥Ⅱ 」 

 

今年は寒暖差が激しく雪の降り方が極端な年でしたが、ようやく暖かい日が続くようになり、春の
陽気を感じられるようになりました。皆様いかがお過ごしでしょうか？ 
 今年もクルーズ船の寄港シーズンが間もなく始まろうとしていますので、今年の寄港予定について
お知らせします。今年も会員の皆様に御協力いただき、おもてなしの機運を醸成していきたいと考え
ておりますので、引き続きよろしくお願いします。 
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